
ある典型的な１日を思い出してみよう。朝起きて、フロリダ産のオレンジジュー
スやブラジルのコーヒーを飲む。朝食時には、ニューヨークで編集されたニュース
記事を、中国製のタブレットで読む。タイの工場で縫製され、ジョージア産の綿で
作られた服を着る。世界中の国で製造された部品からなる自転車で授業に向かう。
そして、マサチューセッツに住む著者が執筆し、オハイオにある企業が出版し、オ
レゴンで栽培された木から作られた紙に印刷された経済学の教科書を開くのであ
る。

あなたは日常生活において、さまざまな財・サービスを提供する人々に依存して
いるが、そのほとんどはこれまで会ったことのない人々である。このような相互依
存関係が可能なのは、人々がお互いに交易をしているからである。これらのものを
提供している人々は、善意から行動しているわけではなく、あるいは政府があなた
の欲望を満たすように彼らに指示しているわけでもない。人々があなたや他の消費
者に自分たちが生産した財・サービスを提供するのは、その見返りとしての何かを
得るためである。

後の章では、好みも違えば能力も違う何百万もの人々の行動を、経済がどのよう
に調整しているのかについて学ぶ。その第一歩として、この章では、なぜ人々は経
済的に相互依存するのかについて考える。第１章の経済学の10原則の１つは、「交
易（貿易）によって全員の経済的状況を改善させることができる」というものであっ
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た。ここでは、この原則をより詳しく見ていこう。人々が交易によって得られるも
のとは正確には何なのだろうか。なぜ人々は経済的に相互依存の関係になるのだろ
うか。

これらの質問に対する答えは、グローバル経済を理解するためのカギとなる。今
日、ほとんどの国は自分たちが消費する財・サービスの多くを海外から輸入し、生
産するものの多くを海外に輸出している。この章では、人々の間の相互依存関係だ
けでなく、国家間の相互依存関係も説明する。後に見るように、交易・貿易から得
られる便益は、地元の床屋さんで髪を切ってもらう場合でも、地球の反対側で作ら
れたTシャツを購入する場合でも、同じようなものなのである。

1	 現代の経済についてのたとえ話
財・サービスを巡って人々が互いに頼り合うことが、どのように利益につながる

かを理解するために、単純な経済を考えてみよう。財は肉とジャガイモの２種類の
みであり、そこに牧場主ルビーとジャガイモ農家フランクの２人だけが存在してい
る経済である。ルビーとフランクはどちらも、肉とジャガイモの両方を食べたいと
思っているとする。

取引から得られる便益は、ルビーが肉のみを生産し、フランクがジャガイモのみ
を生産するときに最も明確になる。この場合、フランクとルビーはお互いになんの
関わりも持たないことも選択できる。しかし、数か月の間、牛肉だけをロースト、
ブロイル、グリルなどの調理法で手を変え品を変え食べた後、ルビーは自給自足と
いうのは言われているほど良いものではない、と考えるかもしれない。一方、ポテ
トだけをマッシュ、フライ、ベイク、スカロップ〔訳注：薄切りにしてオーブンなどで

焼くこと〕などの方法で食べ続けているフランクも同様の考えに至るだろう。このと
き、２人が交易することによって、両者がともにより多くの財を楽しむことができ
るのは明らかである。それぞれがステーキとベイクドポテト、またはハンバーガー
とフライドポテトといった組み合わせを楽しむことができるのである。

上記のケースは、交易によって全員が便益を得ていることを鮮やかに示している。
さらに、フランクとルビー、両者とも自力でいずれの財も生産できるケース（１人
で牛肉もポテトも生産できる場合）であっても、いずれかの生産コストが非常に高
い場合は、同様の便益が交易によってもたらされる。たとえば、ルビーはジャガイ
モを栽培できるが、その土地は栽培に適していないとする。同様に、フランクは肉
牛を飼育し、牛肉を生産できるが、得意というわけではない。この場合、フランク
とルビーは、お互いに得意な分野に特化（specialize）したうえで、それから交易す
ることで便益を得る。

ただし、１人がもう１人よりすべて
3 3 3

の分野において優れている場合、利益は明確
ではない。たとえば、ルビーが肉牛の飼育とジャガイモ栽培の両面で

3 3 3

（フランクより）
優れているとする。この場合、ルビーは自給自足を選択すべきだろうか。それとも
この場合でもフランクと交易することは妥当なのだろうか。こうした意思決定に影
響を与える要因をもう少し詳しく見てみよう。
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1-1	 生産可能性

フランクとルビーはそれぞれ１日８時間働き、この時間をジャガイモの栽培、牛
の飼育、またはその両方に使うとしよう。図3-1の上の表（パネル（a））には、それ
ぞれが１オンス（約28グラム）の各財を生産するのに必要な時間が示されている。
フランクは、１オンスのジャガイモを15分で生産し、１オンスの牛肉を60分で生
産する。ルビーはいずれの生産活動においても（フランクより）優れており、１オ
ンスのジャガイモを10分で生産し、１オンスの牛肉を20分で生産する。右側の２
つの列は、彼らが８時間を牛肉またはジャガイモの生産のみに費やした場合に、そ
れぞれがどれだけ生産できるかを示している。

図3-1下の左側、パネル（b）は、フランクが生産可能な牛肉とジャガイモの生産
量の組み合わせを示している。８時間すべてがジャガイモの栽培に費やされるなら、
フランクのジャガイモの生産量（横軸で測られる）は32オンスで、牛肉の生産量は

パネル（a）は、農家フランクと牧場主ルビーが選択可能な生産機会を示している。パネル（b）は、フランクが生
産できる牛肉とジャガイモの組み合わせを示している。パネル（c）は、ルビーが生産できる牛肉とジャガイモの
組み合わせを示している。生産可能性フロンティアは、フランクとルビーがそれぞれ１日８時間働くことを仮定
して導かれたものである。交易をしない場合、生産可能性フロンティアはそのまま消費可能性フロンティアでも
ある。

  図 3-1  　生産可能性フロンティア

4

8

16 32

A

0

12

24

B

0 48

24

（b）フランクの生産可能性フロンティア （c）ルビーの生産可能性フロンティア

ジャガイモ
（オンス） ジャガイモ

（オンス）

牛肉
（オンス）

牛肉
（オンス）

交易がない場合の
フランクの生産・
消費計画

交易がない場合の
ルビーの生産・消
費計画

（a） 生産機会

１オンスの生産に必要な時間（分） ８時間で生産できる量（オンス）
牛肉 ジャガイモ 牛肉 ジャガイモ

フランク（農家） 60 15 8 32
ルビー（牧場主） 20 10 24 48
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ゼロである。もしすべての時間が肉牛の飼育に費やされるなら、牛肉の生産量（縦
軸で測られる）は８オンスで、ジャガイモの生産量はゼロである。もしフランクが
２つの生産活動に時間を等分して、それぞれに４時間を費やすなら、ジャガイモの
生産量は16オンスで、牛肉の生産量は４オンスとなる。図はこれらの３つの結果と、
その間に位置するほかのすべての結果を示している。

このグラフはフランクの生産可能性フロンティアである。第２章で議論したよう
に、生産可能性フロンティアは、経済が生産できる産出量の組み合わせを示してい
る。このグラフはまた、第１章の経済学の10原則の１つである「人々はトレード
オフに直面する」ことを示している。ここでは、フランクは牛肉の生産とジャガイ
モの生産の間でトレードオフに直面しているのである。

第２章で学んだ生産可能性フロンティアが、外側に湾曲して描かれていたことを
覚えているだろうか。その場合、ある財を別の財と交換できる比率は、ある財の生
産量に依存して変化するのであった〔訳注：第２章1-5「経済モデルその２：生産可能性フ

ロンティア」の後半部分などを参照〕。しかし、ここでは、フランクは牛肉とジャガイモ
の生産を同じ比率で切り替えることができる（図3-1で要約されている）。すなわち、
フランクが牛肉生産に費やす時間を1時間減らし、その1時間をジャガイモ栽培に
用いることで、牛肉の生産量は１オンス減少し、ジャガイモの生産量は４オンス増
加する。そして、これは今の生産量に依存せず、常に正しい。したがって、生産可
能性フロンティアは直線になるのである。

図3-1下の右側、パネル（c）は、ルビーの生産可能性フロンティアを示している。
ジャガイモの栽培だけを行うなら、ジャガイモの生産量は48オンスで、牛肉の生
産量はゼロである。もし肉牛の飼育だけを行うなら、牛肉の生産量は24オンスで、
ジャガイモの生産量はゼロである。もし時間を均等に分配し、それぞれの生産活動
に４時間を費やすなら、ジャガイモの生産量は24オンスで、牛肉の生産量は12オ
ンスとなる。フランクの場合と同様、生産可能性フロンティアはすべての可能な生
産量の組み合わせを示している。

フランクとルビーが交易をせずに自給自足のままでいる場合、それぞれは自分が
生産したもののみを消費する。このとき、生産可能性フロンティアは消費可能性フ
ロンティアでもある。つまり図3-1は、交易が行われない場合にフランクとルビー
がそれぞれ自分たちで生産・消費可能な牛肉とジャガイモの組み合わせを示してい
る。

これらの生産可能性フロンティアは、フランクとルビーが直面するトレードオフ
を理解するうえでは有用だが、それぞれがどの組み合わせを選択すべきかまでは教
えてくれない。それを考えるためには、彼らの食事の好みについて知る必要がある。
図3-1において、フランクはA点で示された組み合わせ、ルビーはB点で示された組
み合わせを選択したとしよう。これは、選択可能な組み合わせ、および自分の食事
の好みに基づいて、フランクは16オンスのジャガイモと4オンスの牛肉を生産・消
費していることを意味する。一方、ルビーは24オンスのジャガイモと12オンスの
牛肉を生産・消費している。
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1-2	 生産特化と交易

数年もの間、B点の牛肉とジャガイモの組み合わせを食べ続けた後、ルビーはあ
ることを思いつき、フランクのもとを訪ねた。

ルビー：フランク、あなたにいい話を持ってきました！　それによって私とあなた
との生活を同時に改善できます。あなたは牛肉の生産を完全にやめて、ジャガイ
モの栽培に特化してください。私の計算によると、１日８時間働くと、あなたは
32オンスのジャガイモを生産することができます。そしてその32オンスのうち
15オンスを私に提供し、私はその代わりに５オンスの肉を提供します。素晴ら

交易により、フランクとルビーは、交易がないときには実現不可能な牛肉とジャガイモの組み合わせを享受でき
る。パネル（a）では、フランクはA 点ではなくA* 点で消費する。パネル（b）では、ルビーはB 点ではなくB* 点で
消費する。交易により、それぞれがより多くの牛肉とジャガイモを消費することができる。

  図 3-2  　交易によって消費機会が拡大する仕組み

ジャガイモ
（オンス） ジャガイモ

（オンス）

牛肉
（オンス）

牛肉
（オンス）

交易する場合の
フランクの消費

交易する場合の
ルビーの生産 交易する場合の

ルビーの消費

交易しない場合
のルビーの生産
・消費

交易する場合の
フランクの生産

（a）フランクの生産・消費 （b）ルビーの生産・消費

交易しない場合
のフランクの生
産・消費

4
5

8

16 17 32

A

A*

0

12

13

2412 27

B

0 48

24
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B*

（c） 交易による便益：まとめ

フランク ルビー
牛肉（オンス） ジャガイモ（オンス） 牛肉（オンス） ジャガイモ（オンス）

交易しない場合
生産・消費 4 16 12 24
交易する場合
生産 0 32 18 12
交易 5オンスもらう 15オンス与える 5オンス与える 15オンスもらう
消費 5 17 13 27
交易による便益
消費の増加分 ＋1 ＋1 ＋1 ＋3
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しいではないですか！　今の16オンスのジャガイモと４オンスの牛肉ではなく、
あなたは毎日17オンスのジャガイモと5オンスの肉を食べることになります。私
のこのプランでは、両方

3 3

の食材を今より多く得ることができるのです［この点を
示すため、ルビーはフランクに図3-2のパネル（a）を見せる］。

フランク：（疑うように）それは私にとって良い話のように聞こえますね。しかし、
なぜあなたがそんな話を私に持ち掛けるのかが理解できない。もしその話が私に
とってそんなに良いなら、あなたにとっては良いはずがないでしょう。

ルビー：いいえ、事実どちらにとってもいい話です！　たとえば、私が１日６時間
を肉牛の飼育に、２時間をジャガイモの栽培に費やすとすると、18オンスの牛
肉と12オンスのジャガイモを生産することができます。私が生産した牛肉のう
ちの５オンスを、あなたが生産したジャガイモのうちの15オンスと交換すると、
私は現状の12オンスの牛肉と24オンスのジャガイモではなく、13オンスの肉と
27オンスのジャガイモを持つことになります。したがって、私も両方の食材を
今より多く消費することになるのです［この点を示すため、図3-2のパネル（b）を
見せる］。

フランク：よくわかりませんが……。ちょっとうますぎる話に聞こえる……。
ルビー：そんなに難しいことではありません。私の提案を簡単な表にまとめました
［図3-2の下部にあるパネル（c）を見せる］。

フランク：（表を熟読した後）計算は正しいようだけど、私はまだ納得できていない。
この取引は、いったいどうやって私たち両方の状況を改善させているのでしょう
か。

ルビー：交易を取り入れることで、それぞれが自分の得意分野に集中することがで
きるのです。あなたはジャガイモの栽培により多くの時間を費やし、肉牛の飼育
にはそれほど時間を使わない。私は肉牛の飼育により多くの時間を費やし、ジャ
ガイモの栽培にはそれほど時間を使わない。交易と生産特化（専門化）のおかげで、
私たちはこれまで以上に働いたりしなくても、より多くの牛肉とジャガイモを消
費することができるのです。

理解度確認クイズ

1.	交易を始める前、フランクとルビーはそれぞれが
以下のどの点で消費しているか。
a.	自分たちの生産可能性フロンティアの内側の点
b.	自分たちの生産可能性フロンティア上の点
c.	自分たちの生産可能性フロンティアの外側の点
d.	もう一方の人と同じ量の牛肉とジャガイモ

2.	交易を行った後、フランクとルビーはそれぞれ以
下のどの点で消費するか。
a.	自分の生産可能性フロンティアの内側の点
b.	自分の生産可能性フロンティア上の点
c.	自分の生産可能性フロンティアの外側の点
d.	もう一方の人と同じ量の牛肉とジャガイモ

➡（解答は章末に）
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2	 比較優位：専門特化の原動力
交易による便益についてのルビーの説明は正しいが、１つの問いを提起している。

ルビーが肉牛の飼育とジャガイモ栽培の両方で優位に立っているのなら、フランク
はいったいどのようにして自分が得意な分野に特化できるのだろうか。フランクは
得意分野がないように見える。この問いに答えるためには、比較優位の原則を学ぶ
必要がある。

第一歩として、次の質問を考えてみよう。この例では、フランクとルビーのどち
らが低いコストでジャガイモを生産できるのだろうか。この質問に対しては２つの
答えがありうるのだが、そこには交易からの便益を理解するカギが潜んでいるので
ある。

2-1	 絶対優位

先ほどの質問に答える方法の１つは、各生産者が必要とするインプットを比較す
ることである。経済学者は、人、企業、あるいは国の生産性をほかと比較するとき、
絶対優位という用語を用いる。ある財を生産するためにより少量のインプットしか
必要としない生産者は、その財の生産において絶対優位を持つといわれる。

われわれの単純な例では、時間が唯一の投入要因であるため、絶対優位を見るた
めには時間のみに着目すればよい。ルビーは、どちらの財を生産するにも、フラン
クよりも少ない時間しか必要としない。したがって、ルビーは牛肉生産とジャガイ
モ生産のいずれにおいても絶対優位を持っている。１オンスの牛肉を生産するのに
ルビーはたった20分しかかからないが、フランクは60分かかる。同様に、１オン
スのジャガイモを生産するのにルビーはたった10分しかかからないが、フランク
は15分かかる。したがって、生産コストがインプットの量で測られる場合、ルビー
はより低いコストでジャガイモを生産しているといえる。

2-2	 機会費用と比較優位

ジャガイモの生産コストを考えるには、もう１つ別の方法がある。生産に必要な
インプットの量に着目する代わりに、機会費用を調べるのである。第1章を思い出
してほしい。あるものの機会費用とは、それを手に入れるために諦めなければなら
ないものを指す。フランクとルビーはそれぞれ１日８時間働くと仮定した。ジャガ
イモ栽培に時間を使うと、その分、牛肉の生産に使える時間は減少する。２つの財
の間で生産時間を再配分する際、ルビーとフランクは生産可能性フロンティア上を
移動するが、このとき彼らはある財を生産するためにほかの財の生産を諦めている
のである。機会費用は、それぞれが直面しているトレードオフを測定しているので
ある。

最初にルビーの機会費用から考えてみよう。図3-1のパネル（a）によれば、ルビー
は1オンスのジャガイモを生産するのに10分かかるが、その間牛肉は生産されてい
ない。ルビーが1オンスの牛肉を生産するのに必要な時間は20分なので、10分では

 絶対優位
（absolute advantage）
他人より少量のインプッ
トで財を生産できる能力

 機会費用
（opportunity cost）
あるものを手に入れるた
めに諦めなくてはならな
いもの
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牛肉を1/2オンス生産できる。したがって、ルビーが１オンスのジャガイモを生産
するための機会費用は、1/2オンスの牛肉ということになる。

次に、フランクについて考えてみよう。１オンスのジャガイモを生産するのに
15分かかる。１オンスの牛肉を生産するのに必要な時間は60分なので、15分では
牛肉を1/4オンス生産する。したがって、フランクが１オンスのジャガイモを生産
するための機会費用は、1/4オンスの牛肉ということになる。

表3-1は、両者の牛肉とジャガイモの機会費用を示している。牛肉の機会費用は
ジャガイモの機会費用の逆数であることに注目してほしい。ジャガイモ１オンスの
機会費用がルビーにとって1/2オンスの牛肉であるので、牛肉1オンスの機会費用
はルビーにとって２オンスのジャガイモになるのである。同様に、ジャガイモ１オ
ンスの機会費用がフランクにとって1/4オンスの牛肉であるので、牛肉1オンスの
機会費用はフランクにとって４オンスのジャガイモになるのである。

経済学者は、2つの生産者が直面する機会費用を説明する際、比較優位という用
語を用いる。ある財Xを生産する際に犠牲にするものが少ない生産者は、Xを生産
する際の機会費用が小さく、財Xを生産する比較優位を持つと言う。われわれの例
では、フランクはルビーよりもジャガイモ生産の機会費用が低い。ジャガイモ1オ
ンスの機会費用をみると、フランクは牛肉1/4オンスだが、ルビーは牛肉1/2オン
スである。一方、ルビーはフランクよりも牛肉生産の機会費用が低い。牛肉1オン
スの機会費用をみると、ルビーはジャガイモ２オンスだが、フランクはジャガイモ
４オンスである。したがって、フランクはジャガイモ栽培に比較優位を持ち、ルビー
は牛肉生産において比較優位を持つ。

この例におけるルビーのように、１人が両方の財に絶対優位を持つことはありう
る。しかし、１人が両方の財に比較優位を持つことはありえない。１つの財の機会
費用はもう一方の財の機会費用の逆数であるため、もしある財の機会費用が高い場
合、もう一方の財の機会費用は必ず低くなるのである。２人の機会費用がまったく
同じでない限り、１人は１つの財に比較優位を持ち、もう１人は別の財に比較優位
を持つことになる。

2-3	 比較優位と交易

専門特化および交易から得られる便益は、比較優位の考えに基づいている。人々
が比較優位を持つ財を生産することで、総生産量が増加し、経済的なパイが大きく

比較優位 	
（comparative 	
advantage）
他人より少量の機会費用
で財を生産できる能力

  表3-1  　牛肉とジャガイモの機会費用

牛肉１オンスの機会費用 ジャガイモ１オンスの機会費用
フランク（農家） ジャガイモ４オンス 牛肉1/4オンス
ルビー（牧場主） ジャガイモ２オンス 牛肉1/2オンス
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なるのである。この果実を上手に分けることで、誰にとってもこれまでより好まし
い状況を実現することができる。

一度交易が取り入れられると、フランクはジャガイモ栽培により多くの時間を費
やし、ルビーは牛肉生産により多くの時間を費やす。ジャガイモの総生産量は40
オンスから44オンスに増加し、牛肉の総生産量は16オンスから18オンスに増加する。
フランクとルビーはともに、この生産増加による便益を分け合うのである。

これらの便益は、お互いが取引相手に支払う「暗黙の価格」（implicit price）に反
映されている。フランクとルビーは異なる機会費用を持っているため、彼らはどち
らも得をしている。つまり、機会費用よりも低い価格で財を入手することによって、
彼らは交易の便益を享受しているのである。

フランクの視点からここでの取引を考えてみよう。彼は15オンスのジャガイモ
を受け渡す対価として５オンスの牛肉を受け取る。つまり、フランクは牛肉1オン
スを３オンスのジャガイモで購入していることになる。この牛肉の価格は、彼の牛
肉１オンスの機会費用であるジャガイモ４オンスよりも低くなっている。この低い
価格のおかげで、フランクはこの取引から便益を得るのである。

次に、ルビーの視点で考えてみよう。彼女は５オンスの肉と引き換えに15オン
スのジャガイモを受け取る。つまり、１オンスのジャガイモの価格は牛肉1/3オン
スである。このジャガイモの価格は、彼女のジャガイモ１オンスの機会費用である
牛肉1/2オンスよりも低くなっている。この低い価格のおかげで、ルビーは便益を
得るのである。

ここまで述べてきた牧場主のルビーと農家のフランクの話には簡潔な教訓があ
る。交易がすべての人々に便益をもたらすのは、それによって人々が自分が比較優
位を持つ分野に活動を特化させることができるためである、ということである。

2-4	 交易の価格

比較優位の原則は、専門特化と交易から得られる便益の仕組みを説明するのに役
立つが、同時にいくつかの疑問が生じる。実際に交易が行われるとき、取引価格は
どうやって決まるのだろうか。交易の便益は取引当事者間でどのように分配される
のだろうか。これらの質問に対する正確な答えはこの章の範囲を超えるのだが、一
般的な法則を示しておこう――両方の当事者が交易から便益を得るためには、交易
の際の取引価格は彼らの機会費用の間になければならない。

われわれの例では、フランクとルビーが１オンスの牛肉と３オンスのジャガイモ
とを交換することで合意したとする。この価格は、ルビーの機会費用（牛肉１オン
スあたりジャガイモ２オンス）とフランクの機会費用（牛肉１オンスのあたりジャ
ガイモ４オンス）の間に位置している。両者が利益を得るためには、価格は必ずし
もちょうど真ん中にある必要はないが、２と４の間にある必要がある。

価格がこの範囲外にある場合に何が起こるかを考えてみよう。牛肉の価格がジャ
ガイモ２オンス以下であれば、フランクもルビーも牛肉を買いたがるだろう。なぜ
なら、それはどちらの機会費用よりも安いからである。同様に、牛肉の価格がジャ
ガイモ４オンス以上であれば、両者とも牛肉を売りたがるだろう。なぜなら、その
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価格はどちらの機会費用よりも高いからである。しかし、両者が同時に牛肉の買い
手になることはできないし、両者が同時に牛肉の売り手になることもできない。ど
ちらかは取引の相手側に立たなければならないのである。したがって、これらの価
格では交易は成り立たない。

お互いにとって利益になる取引は、価格が２と４の間にあるときに成立する。価
格がこの範囲にあれば、ルビーは牛肉を売ってジャガイモを買いたがり、フランク
はジャガイモを売って牛肉を買いたがる。彼らはそれぞれの機会費用よりも低い価
格で財を買うことができるのである。結局、彼らは比較優位を持つ財の生産に特化
し、その結果、両者にとってよりよい状況がもたらされるのである。

偉大な経済学者アダム・スミスは、交易の利益に
ついて以下のように述べている。

賢明な家庭の主人であれば誰でも、自分で作る
よりも買ったほうが安くすむものをわざわざ自宅
で作ろうとはしない。仕立屋は自分で靴を作ろう
とはせず、靴屋から買う。靴屋は自分で服を作ろ
うとはせず、仕立屋に依頼する。農夫はどちらも
作ろうとはせず、それぞれの職人に依頼する。彼
ら全員が、自分たちが隣人よりも優位性を持って
いる分野に従事し、そして自分たちが生産した財
の一部で（あるいは同じことだがそれを販売した
代金の一部で）、他に必要なものを購入することが
利益になると考えている。

スミスの1776年の著書『国富論』からのこの引用
は、交易と経済的相互依存の分析における画期的な
ものであった。億万長者の株式仲買人デヴィッド・
リカード（David Ricardo）は、スミスのこの著書に
刺激され、経済学者になった。リカードは1817年

の著書『経済学および課税の原理』で、今日われわれ
が知っている比較優位の原則を展開した。２つの財
（ワインと布）と２つの国（イギリスとポルトガル）か
らなる具体例を考え、交易（貿易）を促進し専門特化
することで、両国がともに利益を得られることを示
した。
リカードの理論は現代国際経済学の出発点である

だけでなく、彼の自由貿易擁護は単なる学問的な頭
の体操ではなかった。彼は自らの発見を、イギリス
議会の一員として実践に移した。穀物輸入を制限す
るコーン法に反対したのである。
スミスとリカードによる、交易の便益に関する結

論は、時代を超えて支持されてきた。経済学者はし
ばしば政策の問題について意見が異なるものの、自
由貿易についてはほとんど全員がこれを支持してい
る。しかも、議論の中核は過去200年間でほとんど
変わっていない。経済学の領域は広がり、理論は洗
練されてきたが、経済学者が規制貿易に反対する理
由は、依然として大部分は比較優位の原則に基づい
ているのである。

アダム・スミスとデヴィッド・リカードの遺産FYI
知識を深める
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理解度確認クイズ

3.	１時間で、マテオは車を２台洗うか、芝生を１区
画刈ることができる。一方、ソフィアは車を３台
洗うか、芝生を1区画刈ることができる。車の洗
浄についてはどちらが絶対優位を持っているか。
芝生の刈り取りについてはどちらが絶対優位を
持っているか。
a.	マテオが洗車、ソフィアが芝刈り
b.	ソフィアが洗車、マテオが芝刈り
c.	マテオが洗車、芝刈りはどちらもなし
d.	ソフィアが洗車、芝刈りはどちらもなし

4.	マテオとソフィア、洗車について比較優位を持つ
のはどちらか。芝生の刈り取りについて比較優位
を持つのはどちらか。
a.	マテオが洗車、ソフィアが芝刈り

b.	ソフィアが洗車、マテオが芝刈り
c.	マテオが洗車、芝刈りはどちらもなし
d.	ソフィアが洗車、芝刈りはどちらもなし

5.	マテオとソフィアが効率的にサービスを供給し、
かつ比較優位に基づいてお互いにとって便益のあ
る交易を行うとすると、あてはまるのは以下のう
ちどれか。
a.	マテオがより多く芝生を刈り、ソフィアがより

多く車を洗う。
b.	マテオがより多く車を洗い、ソフィアがより多

く芝生を刈る。
c.	マテオとソフィアの両者がより多く車を洗う。
d.	マテオとソフィアの両者がより多く芝生を刈

る。

➡（解答は章末に）

3	 比較優位原則の応用例
比較優位の原則は相互依存と交易からの利得をうまく説明する。相互依存という

のはさまざまな分野において見られるので、比較優位の原則は多くの範囲に応用で
きる。ここでは、１つは空想的な、そしてもう１つは現実において非常に重要な２
つの具体例を挙げる。

3-1	 大坂なおみは自分で芝生を刈るべきか

大坂なおみは偉大なアスリートである。現代において最高のテニスプレーヤーの
1人であり、彼女は他のほとんどの選手より、早く走り、ボールを強く打つことが
できる。おそらく、彼女は他の運動でも高い才能を持つだろう。たとえば、大坂選
手が他の誰よりも早く芝生を刈ることができると考えてみよう。しかし、彼女が芝
生を早く刈ることができる

3 3 3

からと言って、彼女が芝生を刈るべき
3 3

だと言えるだろう
か。もし彼女が芝刈りをリラックスするための手段として楽しむなら、もちろんす
べきである。しかしそうでなければ、機会費用と比較優位の概念を適用することで、
より良い結果が導かれる。

大坂選手が芝生を刈るのに２時間かかるとする。同じ２時間で、彼女はテレビ
CMの撮影を行い３万ドル稼ぐことができる。それに対して、隣の家の少年ハリは、
大坂選手の家の芝生を４時間かけて刈ることができる。同じ4時間で、ハリはマク
ドナルドで働き、50ドルを稼ぐことができる。

大坂選手は、ハリより少ない時間で芝生を刈ることができるため、芝刈りに絶対
優位を持っている。しかし、彼女の芝刈りの機会費用は３万ドルであり、ハリの芝
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刈りの機会費用はたったの50ドルであるため、芝刈りの比較優位を有するのはハ
リである。

ここでの交易の便益は莫大である。大坂選手は自分で芝生を刈ることはせずに、
テレビCMの撮影をし、ハリを雇って芝生を刈ってもらうべきである。大坂選手が
ハリに50ドルよりは大きく、3万ドルよりは小さい額を払うことで、両者にとって
よりよい状態が導かれる。

3-2	 アメリカ合衆国は、他国と貿易すべきか

個人と同じように、国家間でも、専門特化と交易により両国がともに便益を得る
ことができる。アメリカ人が楽しむ多くの財は海外で生産されており、同時にアメ
リカで生産される多くの財が海外で販売されている。海外で生産され、国内で販売
される商品は輸入品である。国内で生産され、海外で販売される商品は輸出品であ
る。

アメリカと日本を取り上げよう。両国とも食糧と自動車を生産している。自動車
生産に関しては両国が同じくらい優れており、アメリカ人労働者と日本人労働者は
それぞれ１か月に１台の自動車を生産できる。一方で、アメリカはより肥沃な土地
を持っているため、食糧生産においては優れている。アメリカの労働者は１か月に
２トンの食糧を生産できるが、日本の労働者は１か月に１トンの食糧のみ生産でき
る。

比較優位の原則によると、各財は、その財を生産する際の機会費用が低い国によっ
て生産されるべきである。自動車生産の機会費用はアメリカでは２トンの食糧であ
り、日本では１トンの食糧であるため、日本は自動車生産において比較優位を持つ。
日本は、自国の需要以上に車を生産し、その一部をアメリカに輸出すべきである。
同様に、食品1トンの機会費用については日本が自動車1台であり、アメリカでは
自動車0.5台であるため、アメリカは食糧生産において比較優位を持つ。アメリカは、
自国の消費分よりも多くの食糧を生産し、その一部を日本に輸出すべきある。専門
特化と貿易を通じて、両国ともより多くの食品と自動車を入手することができる。

確かに、国家間の貿易に関する問題は、この単純な例が示唆するよりも複雑であ
る。最も重要なのは、各国には多くの人々がいて、貿易は彼らに異なる影響を与え
るという点である。アメリカが食糧を輸出して自動車を輸入するとき、それがアメ
リカの農家に与える影響と、アメリカの自動車労働者に与える影響とは同じではな
い。その結果として、国際貿易は一国全体を豊かにする一方で、一部の個人にとっ
ては豊かさが低下する場合もある。しかし、この例は重要な教訓を与えている。政
治家や評論家がしばしば口にするような、国際貿易は一方の国が勝ち、他方の国が
負けるといった戦争のようなものではない。貿易はすべての国により大きな豊かさ
をもたらすのである。

輸入品 	
（imports）
海外で生産され、国内で
販売される財・サービス

輸出品 	
（exports）
国内で生産され、海外で
販売される財・サービス
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理解度確認クイズ

6.	ある国が商品を輸入するとき、その商品が持つ典
型的な特徴は次のうちどれか。
a.	その国が絶対優位を持つ商品
b.	その国が比較優位を持つ商品
c.	輸入先の国が絶対優位を持つ商品
d.	輸入先の国が比較優位を持つ商品

7.	アメリカでは航空機の生産に１万時間の労働が必
要であり、シャツの生産には２時間の労働が必要
である。中国では航空機の生産に４万時間の労働
が必要であり、シャツの生産には４時間の労働が
必要である。このときの貿易パターンは以下のう
ちどれか。
a.	中国は航空機を輸出し、アメリカはシャツを輸

出する。

b.	中国はシャツを輸出し、アメリカは航空機を輸
出する。

c.	両国ともにシャツを輸出する。
d.	この状況では貿易による便益はない。

8.	ケイラは夕食の調理に30分、洗濯に20分かかる。
彼女のルームメイトはそれぞれの作業をするのに
２倍の時間を必要とする。ルームメイトとの間で
作業をどのように割り当てるべきだろうか。
a.	ケイラは比較優位に基づいて料理をより多く行

うべきである。
b.	ケイラは比較優位に基づいて洗濯をより多く行

うべきである。
c.	ケイラは絶対的な優位に基づいて洗濯をより多

く行うべきである。
d.	この状況では割り当てによる便益はない。

➡（解答は章末に）

専門家の
見方 中国とアメリカの貿易

「中国との貿易は、特に中国でより安く生産された財を購入できるため、ほとん
どのアメリカ国民にとって便益をもたらす」

　　　

経済学者の見解は？

同意しない 0%　　　　　　　どちらともいえない 0%

同意する 100%

「中国との貿易により、衣料品や家具などの競合製品の生産に従事しているアメ
リカ国民の一部は、不利益を被っている」

　　　

経済学者の見解は？
同意しない 0%　　　　　 どちらともいえない 4%

同意する 96%

（出所） IGM Economic Experts Panel, June 19, 2012
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4	 結論
相互に依存しあう経済に暮らすことは、莫大な便益をもたらす。アメリカ人が中

国産のソックスを購入するとき、メイン州の住民がフロリダ産のオレンジジュース
を飲むとき、そして家主が芝刈りのために地元の子供を雇うとき、同じ経済的な力
が働いている。比較優位の原則は、交易によってすべての人々の厚生が高まること
を示している。

以上、相互依存が望ましい理由を見てきたが、それがどのようにすれば可能にな
るかについて疑問を持ったかもしれない。自由な社会は、経済活動に関与するすべ
ての人々の多様な活動をどのように調整するのだろうか。どうしたら財やサービス
が、それを生産すべき人々からそれを消費すべき人々に、適切に受け渡されるのだ
ろうか。ルビーとフランクの例のように、世界に２人だけしかいない場合は、答え
は簡単である。交渉して直接リソースを割り当てればよい。しかし、数十億人の人々
が存在する現実の世界では、問題ははるかに複雑である。次の章で見るように、ほ
とんどの経済は市場における需要と供給の力を使ってリソースを割り当てている。

本章のポイント

	⿟ われわれは、国内および世界中の多くの人々
によって生産された財やサービスを消費して
いる。相互依存と交易は、より多くの多様な
財・サービスを皆が享受できるようになるた
め、望ましいものである。

	⿟ ある財を生産する能力を２人の間で比較する
方法は２通りある。より少ないインプットで
財を生産できる人は、その財の生産において
絶対優位を持つといわれる。また、その財の

生産にかかる機会費用が低い人は、比較優位
を持つといわれる。交易の便益は絶対優位で
はなく、比較優位に基づいている。

	⿟ 交易は、人々が比較優位を持つ活動に特化す
ることを可能にするため、全員の経済厚生を
より良いものにする。

	⿟ 比較優位の原則は、人間だけでなく国にも適
用できる。経済学者は、比較優位の原則を用
いて、国家間の自由貿易を支持している。

1.	 生産可能性フロンティアが外側に湾曲せずに
直線になるのはどのような条件のときか。

2.	 絶対優位と比較優位の違いを説明しなさい。
3.	 ある人が絶対優位を持っているが、比較優位

は別の人が持っているような具体例を挙げな
さい。

4.	 交易にとって絶対優位と比較優位はどちらが

重要な概念だろうか。問 3 の解答で挙げた具
体例を用いて、その理由を説明しなさい。

5.	 もし二者が比較優位に基づいて交易を行い、
双方が利益を得る場合、交易の際の価格はど
の範囲に収まる必要があるか。

6.	 経済学者が国家間の貿易を制限するような政
策に反対するのはなぜか。

理解度確認テスト

66

﻿第Ⅰ部　イントロダクション



1.	 マリアは１時間で経済学の本を20ページ読む
ことができる。また、１時間で社会学の本を50
ページ読むことができる。彼女は１日に５時
間勉強する。
a.	経済学と社会学の本を読むことについての

マリアの生産可能性フロンティアを示しな
さい。

b.	社会学の本を100ページ読むことのマリア
の機会費用は何か。

2.	 アメリカと日本の労働者はそれぞれ年間４台
の自動車を生産できる。アメリカの労働者は
年間10トンの穀物を生産できるのに対し、日
本の労働者は年間５トンの穀物を生産できる。
単純化のため、それぞれの国には１億人の労働
者がいると仮定する。
a.	この状況について、図3-1の表と同様の表を

作成しなさい。
b.	アメリカ経済と日本経済の生産可能性フロ

ンティアを図示しなさい。
c.	アメリカの自動車生産の機会費用と穀物生

産の機会費用はどれだけか。日本の自動車
生産の機会費用と穀物生産の機会費用はど
れだけか。これらを表3-1と同様の表にまと
めなさい。

d.	自動車生産と穀物生産、それぞれにおいて
絶対優位を持っているのはどちらの国か。

e.	自動車生産と穀物生産、それぞれにおいて
比較優位を持っているのはどちらの国か。

f.	貿易のない状況で、それぞれの国の労働者
の半分が自動車を生産し、半分が穀物を生
産する場合、各国はどれだけの量の自動車
と穀物を生産するか。

g.	貿易のない状況から始めて、貿易をするこ
とで両国の厚生が改善する具体例を挙げな
さい。

3.	 ディエゴとダーネルはルームメイトである。
彼らはほとんどの時間を勉強に費やしている
が、お気に入りの活動であるピザ作りとルー
トビア〔訳注：アルコールを含まない炭酸飲料〕作
りのための時間も少し確保している。ディエ
ゴはルートビア１ガロン（約3.8リットル）を醸
造するのに４時間、ピザを作るのに２時間かか
る。ダーネルはルートビア１ガロンを醸造す

るのに６時間、ピザを作るのに４時間かかる。
a.	それぞれのピザを作ることの機会費用はど

れだけか。ピザを作ることの絶対優位を
持っているのは誰か。比較優位を持ってい
るのは誰か。

b.	ディエゴとダーネルが作ったものを互いに
交換するとしたら、ルートビアを受け取って
その代わりにピザを提供するのはどちらか。

c.	ピザの価格はルートビアのガロン数で表す
ことができる。ピザが取引される際に両者
がより良い状態になるためのピザの最高価
格はいくらか。また最低価格はいくらか。
その理由も説明しなさい。

4.	 カナダには1,000万人の労働者がいると仮定
し、これらの労働者のそれぞれが1年間に2台の
自動車または30ブッシェルの小麦〔訳注：ブッ
シェルは重さの単位〕を生産できるとする。
a.	カナダにおける自動車生産１台の機会費用

はどれだけか。１ブッシェルの小麦生産の
機会費用はどれだけか。２つの財の機会費
用の関係を説明しなさい。

b.	カナダの生産可能性フロンティアを図示し
なさい。貿易がない場合、カナダが1,000万台
の自動車を消費しようとすると、消費できる
小麦はどれだけになるか。生産可能性フロ
ンティア上の対応する点を示しなさい。

c.	今、アメリカが１台あたり20ブッシェルの
小麦と引き換えに、カナダから1,000万台の
自動車を購入すると提案している。カナダ
が1,000万台の自動車を消費し続ける場合、
この取引でどれだけの小麦をカナダが消費
できるようになるか。フロンティア上の対
応する点を示し、カナダはこの取引を受け
入れるべきかどうかを説明しなさい。

5.	 イングランドとスコットランドはどちらもス
コーンとセーターを生産している。イングラ
ンドの労働者は１時間に50個のスコーンまた
は1枚のセーターを生産できるとする。スコッ
トランドの労働者は１時間に40個のスコーン
または２枚のセーターを生産できるとする。
a.	どちらの国がそれぞれの財の生産において

絶対優位を持っているか。どちらの国が比
較優位を持っているか。

演習と応用
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b.	イングランドとスコットランドが貿易をす
ることになった場合、スコットランドはど
ちらの商品をイングランドに輸出すること
になるか。説明しなさい。

c.	もしスコットランドの労働者が1時間に1枚
のセーターしか生産できない場合、スコッ
トランドは貿易によって利益を得るだろう
か。同様に、イングランドは貿易から利益
を得るだろうか。説明しなさい。

6. 以下の表は、「野球国」における２つの都市の
生産可能性を示している。

a.	貿易がない場合、ボストンにおける、赤い
ソックスの数で測られる白いソックスの価
格はいくらか。シカゴにおける白いソック
スの価格はいくらか。

b.	それぞれの色のソックス生産において、ど
ちらの都市が絶対優位を持っているか。ど
ちらの都市が比較優位を持っているか。

c.	都市間で貿易が行われるとすると、どちら
の都市がどの色のソックスを輸出するか。

d.	両都市に便益をもたらす取引価格の範囲を
求めなさい。

7. ドイツの労働者は自動車を１台製造するのに
400時間かかり、ワイン１ケースを製造するの
に２時間かかる。フランスの労働者は自動車
１台製造するのに600時間かかり、ワイン１
ケースを製造するのにX時間かかる。
a.	Xがどの範囲であれば、貿易による便益を得

ることができるか。説明しなさい。
b.	Xがどの範囲であれば、ドイツが自動車を輸

出し、ワインを輸入することになるか。説

明しなさい。

8. １年間で、アメリカの労働者は100枚のシャツ
または20台のコンピュータを生産でき、中国
の労働者は100枚のシャツまたは10台のコン
ピュータを生産できるとする。
a.	各国の生産可能性フロンティアを図示しな

さい。貿易がないとき、各国の労働者は半
分の時間をそれぞれの財の生産に費やすと
する。グラフ上でこの点を示しなさい。

b.	２国間貿易が可能だとすると、どちらの国
がシャツを輸出するか。具体的な数値例を
示し、それをグラフに示しなさい。貿易か
ら便益を得るのはどちらの国か。

c.	２国が貿易を行うとすると、コンピュータ
が取引される価格（シャツの枚数で測った
コンピュータの価格）の範囲を求めなさい。

d.	中国の生産性がアメリカに追いつき、中国
の労働者が１年で100枚のシャツまたは20
台のコンピュータを生産できるようになっ
たとする。この場合、どのような貿易パター
ンが予測されるか。中国の生産性の向上は、
両国の経済厚生にどのような影響を与える
だろうか。

9. 以下の各文は正しいか誤りか。その理由も説
明しなさい。
a.	２国のうち１国がすべての財の生産におい

て絶対優位を持っていても、貿易によって
２国とも便益を得ることができる。

b.	特定の才能ある人々は、すべての分野で比
較優位を持っている。

c.	ある交易がある人にとって有益である場
合、他の人にとっては有益とはなりえない。

d.	ある交易がある人にとって有益である場合、
それは他の人にとっても常に有益である。

e.	貿易がある国にとって有益である場合、そ
れは国内のすべての人々にとっても有益で
ある。

1. b	 2. c	 3. d	 4.b 5. a	 6. d	 7. b	 8. d

理解度確認クイズの解答

労働者が１時間で
生産できる赤い
ソックス

労働者が１時間で
生産できる白い
ソックス

ボストン 3ペア 3ペア
シカゴ 2ペア 1ペア
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